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行政活動の評価の結果の反映状況説明書
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この書面は，行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１１条第１項の規定により，平成２４年度に実施し

た行政評価の結果を平成２５年度の当初予算編成等に反映した状況について，同条第２項の規定に基づき作成したものである。

１ 要旨

（１）政策評価・施策評価

平成２４年度の政策評価・施策評価は，平成２３年度に県が行った宮城の将来ビジョン及び宮城県震災復興計画の体系に基づく２１政策，

５７施策について実施した。

評価に当たっては，客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，県民意見聴取を行ったほか，第三者機関である宮城県行政評価委員

会（政策評価部会）による調査審議と，同部会からの答申内容を踏まえて検討し，評価結果を作成している。

県では，こうした評価結果等を踏まえ，平成２５年度の施策展開等について検討を重ね，東日本大震災からの復興を早期に成し遂げるとと

もに宮城の将来ビジョンにおいて目標とする宮城の姿の実現に向けて優先的，重点的に取り組むべき事業として，平成２５年度の宮城の将来

ビジョン推進事業及び宮城県震災復興推進事業を７１１事業選定し，必要な予算編成を行った。施策ごとの構成事業の概要については，２ペ

ージ以降に記載のとおりである。

（２）大規模事業評価

平成２４年度の大規模事業評価は，仙南・仙塩広域水道高区・低区連絡管整備事業（企業局所管）について計画評価を実施した。

評価に当たっては，客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，県民意見聴取を行ったほか，第三者機関である宮城県行政評価委員

会（大規模事業評価部会）による調査審議と，同部会からの答申内容を踏まえて検討し，その結果，事業を実施することは適切であると判断

した。

県では，こうした評価結果を踏まえ，次年度以降の事業実施方針について検討を重ね，平成２５年度の事業内容を決定するとともに，必要

な予算編成を行った。その概要については，６２ページに記載のとおりである。

（３）公共事業再評価

平成２４年度の公共事業再評価は，川内沢ダム建設事業及び石巻港港湾環境整備事業の２事業（土木部所管）について実施した。

再評価に当たっては，客観性を確保し，評価過程の透明性を高めるため，県民意見聴取を行ったほか，第三者機関である宮城県行政評価委

員会（公共事業評価部会）による調査審議と，同部会からの答申内容を踏まえて検討し，その結果，２事業とも事業を継続することとした。

県では，こうした評価結果を踏まえ，次年度以降の事業実施方針について検討を重ね，平成２５年度の事業内容を決定するとともに，必要

な予算編成を行った。その概要については，６３ページに記載のとおりである。



２　政策評価・施策評価の結果の反映状況

○

○

　宮城の将来ビジョン，宮城県震災復興計画及び宮城の将来ビジョン・震災復興実施計画の体系に基づく２１政策，５７施策について，平成２４
年度に実施した政策評価・施策評価の評価結果及びその反映状況を記載している。
　なお，記載項目は次のとおりである。

評価結果

・政策の成果
　　政策を構成する施策の状況を分析し，総合的に評価した結果（「順調」，「概ね順調」，「やや遅れている」，「遅れている」のいず
  れか）を記載している。
・施策の成果
　　目標指標等の達成状況，県民意識調査結果，社会経済情勢，施策を構成する事業の実績及び成果等を分析し，総合的に評価した結果
  （「順調」，「概ね順調」，「やや遅れている」，「遅れている」のいずれか）を記載している。
・施策を推進する上での課題と対応方針
　　施策が直面する課題，改善が必要な事項及び平成２４年度の対応状況を含む今後の対応方針を記載している。

評価結果の反映状況

・事業名及び担当部局
　　平成２５年度に実施を予定している事業の名称及び担当部局を記載している。
　　なお，非予算的手法の事業については，事業名の前に「非予算的手法」と付し，再掲事業については，事業名の後ろに「再掲」と付し
　ている。
・新規
　　宮城の将来ビジョン推進事業及び宮城県震災復興推進事業として，新たに追加した事業などを「新」，内容を組み替えた事業を「一部
　新」と記載している。
・H25当初予算額
　　平成２５年度に実施を予定している事業の当初予算額を百万円単位で記載している。実施主体が国・市町村などで県の当初予算に含ま
　れていない事業については「0」と記載し，非予算的手法の事業については「-」と記載している。
　　なお，欄内に[　]で記載した予算額は，「緊急雇用創出事業」の予算額に含まれるもので内書きである。
・H24当初予算額
　　平成２５年度に実施を予定している事業の平成２４年度当初予算額を百万円単位で記載している。平成２４年度に実施した事業のう
　ち，実施主体が国・市町村などで県の当初予算に含まれていないものについては「0」と記載している。また，非予算的手法の事業及び
　「新規」の事業については「-」と記載している。
    なお，欄内に[　]で記載した予算額は，「緊急雇用創出事業」の予算額に含まれるもので内書きである。

※非予算的手法：予算額がゼロあるいは少額であっても，行政が有している規制力，調整力，信用力などを発揮したり，県の財産，情報や職員のアイデ
　　　　　　　　アなどを最大限活用することで大きな成果を上げていこうとする手法
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３ 大規模事業評価の結果の反映状況

反 映 状 況

事 業 名 評価の結果 平成25年度当初 平成25年度 備 考
予算額(千円) 事業内容 (事業実施上の対応・検討状況等)

仙南・仙塩広域水道 事業実施 106,311 地質調査 一式 事業の実施に当たっては，連絡管設置後の送水方法について，滞留水
高区・低区連絡管整 測量調査 一式 や濁水による水質変化を極力抑えるため，水道用水の滞留区間や連絡管
備事業 詳細設計 一式 使用時に送水方向が変わる区間をできるだけ短くなるようにし，緊急時

においても早期に安定供給を確保できるよう十分に検討していく。
また，詳細設計における布設ルート及び施工方法の検討に当たっては，
交通状況や通学路などの沿道利用状況に配慮する。
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４ 公共事業再評価の結果の反映状況

反 映 状 況
No. 事業 事 業 名 事業実施 評価の結果

種別 箇 所 平成25年度当初 平成25年度 備 考
予算額(千円) 事業内容 (事業実施上の対応・検討状況等)

１ ダム 川内沢ダム 名取市 事業継続 246,700 地質調査 一式 今後の設計，建設を進めるに当たっては，
建設事業 環境調査 一式 ダムの位置，規模，構造形式及び付替道路

地形測量 一式 計画等について総合的な検討を行い，川内
本体設計(概略) 一式 沢川沿川の洪水防御による治水効果や，既

得取水の安定化及び河川環境の保全による
利水効果の早期発現を図るとともに，コス
ト縮減に努める。
また，東北地方太平洋沖地震による地盤

沈下等の影響により，洪水被害リスクが高
まっていることから，川内沢川沿川の湛水
被害の軽減に向け，国，市をはじめ県関係
部局や関係団体等とも連携し，円滑に事業
推進が図られるよう調整を行う。

２ 港湾 石巻港港湾環境 石巻市 事業継続 － － Ａ地区については，平成29年度より事業
整備事業（廃棄 再開予定である。
物埋立護岸） Ｂ地区については，平成24年度事業（事

業費180,000千円）の繰越により，平成25
年7月完成予定である。
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